
タブレット端末の安全な使用のために

①ログインの時に必要なＩＤやパスワードは、他人
に教えない

IDとパスワードが分かれば別の端
末でもログインできてしまいます。
IDとパスワードは銀行の暗証番号

と同じくらい秘密にしておかなけれ
ばならない「個人情報」です。決し
て他人に伝えてはいけません。



タブレット端末の安全な使用のために

②インターネットで一度書き込んだものは取り消せ
ない

一度インターネット上で書き込ん
だ内容は、いろいろな所で保存され
ます。自分では消したつもりでも、
消えていないことがほとんどです。
内容を十分に確認してから書き込み
ましょう。



タブレット端末の安全な使用のために

③相手を傷つけたり、嫌な思いをさせたりすること
を書き込まない

言葉で相手を傷つけることは許さ
れません。それは、普段の生活と同
じです。
書き込みをするときは、画面の向

こうに、それを見ている無数の人が
いることを忘れてはいけません。



タブレット端末の安全な使用のために

④インターネットに匿名性はなく、誰が書いたか必
ずわかることを知っておく

インターネットに繋がっているときは、
それぞれの端末のIPアドレス（パソコン
の住所のようなもの）が送信されていま
す。自分の名前を隠しても、悪質な行為
は特定されます。自分の行動には責任を
もちましょう。



タブレット端末の安全な使用のために

⑤自分や他人の個人が特定できる情報（名前、住所
など）は、書き込まない

インターネットは、誰が見ているか
分かりません。誰が情報を保存してい
るか分かりません。
個人情報（住所や名前など）は決し

て書きこんではいけません。



タブレット端末の安全な使用のために

⑥カメラで誰かを撮影する際は、勝手に撮影せずに
相手の許可をもらう

カメラは、小学生低学年でもできる最も
簡単な機能の1つです。
悪気はなくても、他人を勝手に撮影する

ことは、相手を傷つけてしまうことになる
ことを、大人が教えてあげましょう。



タブレット端末の安全な使用のために

⑦人や地域が特定されるような画像をインターネッ
トに勝手にあげない

人が映っていないからと安心してはいけ
ません。画像に映っている建物や看板から、
撮影した人が生活する地域を特定されてし
まいます。
撮影するものの設定によっては、画像に

位置情報が保存されることもありますので
気を付けてください。



タブレット端末の安全な使用のために

⑧インターネット上には悪意のある大人がいること
を知っておく

画面の向こう側には、大勢の人がい
ます。友だちだけでなく、知らない人
もいます。相手を騙そうとする人もい
ることを知っておきましょう。



タブレット端末の安全な使用のために

⑨有料サービスなどに、安易に課金しないようにす
る

無料のゲームやアプリでも、途
中からオプションで課金すること
ができるものが多くあります。勝
手に子どもに課金させないように
しましょう。


